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「大人になったら都会に住みたいな。」
「えっ、私大分がいい。」
　友だちと将来どこに住みたいかを話した時、私は大分がいい、と言いました。自然が豊かで大好きな星
空がきれいに見えるからです。
だけど、友だちからは、

「えっ、大分って田舎で何もないでしょ。」と言われました。私は、大分ってそんなに魅力がないのかなぁ、と
寂しい気持ちになりました。
　そんな時、歩こう大分！チャレンジ１００キロ参加者募集、というCMを見ました。先人たちが築いた道に
意識を向け、仲間とともにすばらしい「ふるさと大分」を見て、知って、体験しよう、というものでした。私は
すぐに応募しオーディションを受け、夏休みに５泊６日で大分を１００キロ歩くことになりました。
　初日、大分市今津留から七瀬川自然公園を経由し、野津原まで歩きました。広い川を見ながら、緑がき
れいな河原を歩きました。その後、野津原を歩きました。
　二日目三日目は、野津原から竹田市久住町や直入町を歩きました。初めて通る道ばかりで、わくわくしま
した。途中、清滝にも寄りました。清滝に向かって川沿いを歩く時、緑に囲まれてとても涼しかったのを今
でも覚えています。清滝を見たときには、今までの疲れがすべて吹き飛び、体にかかる滝の水が冷たくて
気持ち良かったです。
　四日目は直入町から庄内町まで歩きました。とても自然が豊かでゆっくり時間が流れているようでした。
たくさんの地域の方々が、

「がんばってね。」
と声をかけてくれたので元気がでました。
　五日目は、鶴見岳登山をしました。初めはゆるやかな坂でしたが、どんどん急になり、一歩進むのも大変
で、とてもきつかったです。でも、頂上について雲の間から見えた景色はとてもきれいで、頑張って登って
良かったと思いました。
　最終日は、由布市挾間町から田ノ浦ビーチを通り大分市今津留まで戻りました。これまでは、大分の美
しい自然を見てきましたが、田ノ浦ビーチにはペットボトルやお菓子のゴミがたくさん散らばっていて残念な
気持ちになりました。いつもは車の中から田ノ浦ビーチを見るだけでしたが、歩きながら見るとゴミの多さに
とても驚きました。
　５泊６日のチャレンジ１００キロで一番感じたことは、食事のおいしさです。いつも食べているお弁当なの
に、自然の中で食べるととてもおいしく感じました。自然には、疲れた体をいやす力や、食べ物をおいしく
する力があるんだなと思いました。
　ゆっくり歩いたからこそ気がついた大分の美しい自然を、これからもずっとずっと守っていきたいです。
　今度の休みの日に、まずは田ノ浦ビーチに行ってゴミ拾いをしようと思います。

【 小学校の部 】　優秀賞

歩いて気づいた大分の美しい自然
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　みなさんは、「自然」といえばどんなことを思い浮かべますか。
　私は、九重町の飯田高原という、自然豊かなところに住んでいます。飯田高原には「タデ原湿原」という
ラムサール条約に登録され、国立公園にも指定されているすてきな場所があります。花、木、草、虫、動物、
たくさんの生き物が住んでいる場所です。
　私が通う飯田小学校では、３年生の頃からタデ原湿原について学びます。私は生まれたときからたくさん
の自然に囲まれていたので、自然が身の回りにあることは当たり前だと思っていました。しかし、タデ原湿原に
ついて学んでいくにつれ、この自然は当たり前ではないということに気づきました。飯田小学校では、６年前か
ら６年生が九重町を訪れる観光客の方に、タデ原湿原を紹介するキッズガイドに取り組んでいます。私たちも、
このすてきなタデ原湿原についてもっと多くの人に知ってほしいと思い、キッズガイドをすることにしました。
　私は湿原に咲く「クララ」という花についてガイドしたいと思いました。理由は、花の名前の由来がおもし
ろいからです。クララと聞くと、「アルプスの少女ハイジ」に出てくる「クララ」を思い浮かべますが、正しい
由来は、この草の根をかむとクラクラするからです。この草の根は目がくらむほど苦いため、漢字では「眩草」
や「苦参」と書くそうです。
　ガイドをするのは楽しみだったけれど、タデ原湿原の魅力を分かりやすく伝えるにはどうしたらいいか。ど
んな説明をしたらお客さんに楽しんでもらえるか悩みました。そんなときに、私たちにガイドの仕方を教えて
くれた赤峰さんのことを思い出しました。赤峰さんは、「この花の名前はなんでクララだと思う？」など、私た
ちといろんなやり取りをしながら教えてくれました。また、「ガイドをするときには、自分が楽しむことが一番。」
とも言っていました。その言葉を参考に、クイズを入れたガイドをしようと思いました。
　キッズガイドは２回計画し、いよいよ１回目のキッズガイドの日になりました。初めてだったのでとても緊張
しました。けれど、最初のお客さんがとても優しくガイドを聞いてくれて、緊張がやわらぎました。だんだん
自分から声をかけられるようになり、たくさんの人にガイドをすることができました。ときには、「ガイドをして
もらってもいいですか。」と言ってくれるお客さんもいて、とてもうれしかったです。
　２回目のキッズガイドでは、１回目の反省点「笑顔で話す」ことに気をつけました。声をかけるときから笑
顔を意識し、お客さんの顔を見ながらガイドをしました。すると、お客さんも笑顔で聞いてくれたり、「クラ
ラはどこにありますか？」「クララの場所まで案内してください。」と言ってくれたりと、たくさんのコミュニケー
ションが取れました。移動する途中にある花の説明もすると、「くわしくてすごいね！」と言ってくれてとてもう
れしく、笑顔になれました。
　私はキッズガイドをして、うれしいことが数えきれないくらいありました。ガイドをしているとたくさんの人
がほめてくれました。「暑いのにがんばってるね。」「聞きやすかったよ。」などガイドのことをほめてもらい、と
てもうれしかったです。でも、私が何よりうれしかったのは、お客さんが楽しんでくれたことです。クイズを
一生懸命答えてくれたり、自然に興味を持ってくれたりしました。キッズガイドを通して、たくさんの人に楽し
みながらタデ原湿原のことを知ってもらうことができ、ガイドをして本当に良かったです。
　私はこれからも、日曜日に「自然を守る会」の方々がしているガイドに参加してみるなど、飯田にあるこの
美しい、すてきな自然をたくさんの人に知ってもらい、これからも大切に守っていきたいです。

【 小学校の部 】　最優秀賞（大分県教育の日推進会議会長賞）

私が住む飯田の宝石
九重町立飯田小学校　６年
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